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　マスコミ報道を見ると、中国武漢市から
発症した新型コロナウィルス（COVIT19）
感染に関わる報道が約半月間、トップ
ニュースとして頻繁に報道されている。確
かに身近な問題であり病気への感染も怖
いが、マスコミがこの報道一色に感染して
しまっていることが、多様性がない日本社
会を表しているように感じ、悲しくもある。
　２月は、研究所にとって一番忙しい時
期にあたる。それは２月号の協同の發見
誌の締め切りは、29日しかないために校
了する日が早いからである。今年に至っ
ては１月の正月休みが長く、６日からの出
勤体制であったので、実際編集できる時
間も少なかった。そのなかで、２月号は
11月末に開催した「いま、協同が創る全
国集会 in kanagawa」を特集したが、220
ページを超える大作となり、スケジュー
ル管理の甘さが出てしまったことは協同
の發見誌の編集長として反省したい。
　協同の発見誌以外でも、今年は厚生労
働省社会福祉推進事業「被保護者（生活
保護者）の就労支援時におけるアセスメン
トに関わる研究」（３月末）、琉球大学ワー
カーズコープ寄付講座「協同組合・協同
労働論」の開講（２月10日～14日）、2020
年度寄付講座の準備、協同総合研究所
ホームページリニューアル（１月～２月）、
全国よい仕事研究交流集会2020の準備（２
月29日、３月１日）、協同総合研究所関西
会員集会の準備（４月11日）、2019年度の

名簿作成等がある。
　このように年度末にかけて、成果を外
に出すタスクや来年度の行事を策定する
等、行うことが山積みになっているが、
協同総合研究所が今までの役割以上のも
のを求められていること、自らが新たな
仕事を創造しようとしていることが、新
たな協同総合研究所の役割や展望を見出
す機会になると考えている。研究所が大
きく変化する過渡期のなかで、事務局メ
ンバー一人ひとりが背伸びをしてがん
ばっているのが現在の研究所事務局の姿
であると感じている。
　労働者協同組合法の成立が現実味を帯
び始めている。そのときに、労協連や労
働者協同組合運動を共につくる仲間と協
同して、労働者協同組合法を「目指す」「つ
くる」ことから「活かす」ことへシフトし
ていくことが必要になる。そのときに協同
総合研究所が、「労働者協同組合」・「協同
労働」のシンクタンクとして、社会のな
かでインパクトが持てる研究所になって
いるのかが問われる。その意味では、５
つの役割である「研究」「調査」「政策提言」

「交流」「学び」をより促進するとともに、
事務局員一人ひとりの自らの生き方・働
き方を深め、広め、「協同で生きる、働く
こと」をつながるコーディネーターの役割
が重要になると感じている。
　今、協同総合研究所の研究活動は、事
務局のキャパシティオーバーになりなが
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らもウィングを広げている。会員の力を
より活かすことを重視しながら、労働者
協同組合の法制化時代にふさわしい研究
所をつくるための大きな試練として、壁

を 乗 り 越 え る「3Works（Network・
Footwork・Teamwork）」 と「3ion

（Mission・Passion・Action）」をこの時
期だからこそ高めておきたい。
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研究所活動日誌（2020.1.16〜2.15）

15−16日（水‐木）
15日（水）

16日（木）
17日（金）
18日（土）
20日（月）
21日（火）
24日（金）
25日（土）
26日（日）
27日（月）
28日（火）

29日（水）
30日（木）

31日（金）

3日（月）
4日（火）

7日（金）
8−9日（土‐日）
10−14日（月‐金）
13−14日（木‐金）
14日（金）

15−16日（土‐日）

労協連事業推進会議
埼玉大学ワーカーズコープ論寄付講座、協同組合関係研究所等交流会実行委
員会（日本協同組合連携機構）
和歌山大学ワーカーズコープ論出講（相良）
本部シンポシオン
第３回協同総合研究所理事会、協同総合研究所会員新年会
和歌山大学ワーカーズコープ論出講（相良）、桃山学院大学寄付講座振り返り
全国協同集会 in Kanagawa　実行委員会、せたがやサポステ受け入れ（24日まで）
労協連理事会、日本協同組合学会常任理事会
埼玉大学ワーカーズコープ論寄附講座、公開講座【未来の働き方シンポジウム】
埼玉事業本部よい仕事集会
本部協同労働プラットフォーム会議、全国よい仕事研究交流集会打ち合わせ
日本協同組合学会教育部会報告、首都圏若者サポートネット運営委員会、せ
たがやサポステ受け入れ、協同総研ホームページ打ち合わせ
埼玉大学ワーカーズコープ寄附講座
第５回社会福祉推進事業　調査検討委員会、社会連帯カレッジ、事務局員制
度検討プロジェクト会議
専修大学内山哲郎先生と懇談、センター事業団暮らしのアンケート委員会、
あたつく組合ホームページ検収確認会議

本部よい仕事研究交流集会
労協連合同５役会議、協同組合関係研究所等交流会実行委員会（日本協同組合
連携機構）
全国よい仕事研究交流集会準備会、協同総研事務局会議
地域子育ちフォーラム
琉球大学ワーカーズコープ寄附講座
センター事業団理事会
ＳＵＮベジカフェ訪問
JYC全国若者・ひきこもり交流実践交流会 in とちぎ

１月

２月
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研究所活動日誌・今後の予定

今後の活動予定（2020.2.16〜6.30）

17日（月）
19日（水）
20日（木）
21日（金）
25日（火）
26日（水）
28日（金）
2月29日（土）−
3月1日（日）

2日（月）
3日（火）
4日（水）

5−6日（木‐金）
9日（月）
11日（水）
12日（木）
14日（土）
18日（水）
19日（木）
24日（火）
25日（水）
26日（木）
27日（金）

1日（水）
9日（木）
11日（土）

16−17日（木‐金）

協同総研関西会員集会打ち合わせ
社会連帯カレッジ
全国未来人材会議（協同労働×当事者研究）
武相協同組織等研究会
神奈川県藤野町訪問
労働関係研究所座談会、アセスメントツールモデルワーキングチーム会議
日本社会連帯機構理事会
全国よい仕事研究交流集会2020

労協連就職氷河期世代PJ、センター事業団暮らしのアンケート委員会
労協連合同5役会議、社会福祉推進事業アンケートワーキングチーム
協同総研事務局会議
センター事業団福井事業所団会議報告、北川太一さんと懇談
協同組合関係研究所等交流会実行委員会（日本協同組合連携機構）、拡大法制化対策委員会
東洋英和女学院大学　名嘉憲夫さんと懇談
協同労働研究会
第４回協同総合研究所理事会・研究会
首都圏若者サポートネット運営委員会
社会福祉推進事業調査検討委員会　報告会
埼玉大学寄付講座2020年度打ち合わせ、日本協同組合学会常任理事会
社会連帯カレッジ
労協連理事会
センター事業団理事会

センター事業団　入団式
協同組合関係研究所等交流会実行委員会（日本協同組合連携機構）
協同総研関西会員集会（京都）
センター事業団全国所長会議

２月

３月

４月
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26−27日（日‐月）
29日（水）

14−15日（木‐金）

6日（土）
19−20日（金‐土）
20−21日（土‐日）

協同総研事務局合宿
専修大学経済学部講義（毎週水曜計10回）

全国協同組合関係研究所等交流集会（名古屋）

日本協同組合学会　春季研究大会（大学生協連）
日本労協連総会
日本労協連　労協センター事業団総代会

５月

６月

今後の協同総研　理事会・総会
３月14日（土）　第４回　理事会　　　
５月23日（土）　第５回　理事会
６月27日（土）　協同総合研究所　総会（労協連本部）
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